














今回の調査研究で行った「情報提供に関するヒアリング調査」で扱った事例のうち、入所

直後に無断外出を繰り返したケースを取り上げ、入所措置決定過程で児童本人や保護者に

対して入所理由等がどのようなタイミングや方法で説明されたのかについて注目して検討

を行う。特に、児童福祉司が、①児童本人、②児童の保護者、③児童自立支援施設職員の

それぞれとの間において、措置決定過程でどのような意見交換を行なったのかに注目し、

児童や家庭が抱える養護問題との関連のなかで分析していく。 


